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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 本工事は河川改修に伴う新設水路築造工事である。新設水路は留置線など多数の軌道直下をメッセル工法

で掘削して設置する。このため掘削に伴い、軌道に悪影響を及ぼさないように、切羽の自立及び崩壊防止の

ための薬液注入が計画されていた。 

 一方、筆者らは薬液注入工法の品質改善と施工能率の向上を目的として、注入速度を変化させながら注入

を行う動的注入工法を開発し、その改良効果を室内試験、現場施工実験で検証してきた 1)。 

 今回、一部の工事区間において動的注入工法を適用し、その改良効果について従来工法との比較を行った

ので、報告する。 

２．試験概要２．試験概要２．試験概要２．試験概要    

 動的注入工法は工事区間の一部において試験的に採用した。動的注入工法

を採用した箇所の平面図を図１に、断面図を図２に示す。 

 今回、動的注入工法を採用した区間では注入効果の比較のため、同じ平均

注入速度での従来工法による注入も行った。動的注入工法、従来工法の注入

速度などのパラメータを表１に示す。 

 注入効果の確認は注入後の切羽面において、目視による注入状況の確認と

貫入試験による強

度、及び強度分布

の確認を行った。

また、レベル測量

による地盤変位の

確認も行った。注

入状況の確認はあらかじめ赤

色に着色した注入材の分布状

況を目視確認することで行っ

た。貫入試験はポケットコー

ン貫入試験機を用いて、切羽

面において縦横 50cm ピッチ

で実施した。 

３．試験結果３．試験結果３．試験結果３．試験結果    

3333----1111．注入状況．注入状況．注入状況．注入状況    

動的注入工法による注入状

況を写真１、従来工法による

表１  注入に関するパラメータ 
 注入方法 平均注入速度 

qavg(l/min) 
振幅 

qpp(l/min) 
周期 
T(s) 

CASE1 動的注入 12 2 10 
CASE2 動的注入 14 2 10 
CASE3 従来工法 12 － － 
CASE4 従来工法 14 － － 
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図１  平面図 

図２  断面図 



 

 


